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7月24日といえば板場も最l頁点に達する日なのです。

午前i7時30分，役場前庭・に集ま った青年会員カ、いっ

とにかく岩 L、。 それもそのはずです。� 

年
 
~ 

2:1' 

が
摘
果
運
動

*
日
本
青
年
館
建
設
資
金
の

一
部
に
と

生

亡

入

出

出

死

転

転

せいに分散して，今山・中角地区の農家の摘果作業を

開始した 。

日本背年館(東京都に建設中)再建運動として，自 町民のうごき
世情数� 1.935 男� 4.083 

分たちの手で建設資金の一部にじいグリーンボール作 人口�  8.212 女� 4.129 

戦、、と名づけて摘果運動に取り組んだわけ O 昭和52年 7月 l日現在

地下タビにズソク 。 そして昼食を準備するのか，材
男 女 計 �  

料を持った女子会員も見受けられる。総勢はざ、っと 20人。� 

O ー・昨年の数倍もの笑ヵ、着き「豊作貧乏」が似|ばれて

いる今日.摘果が重要視されているだけに，作業にあ

たる会員も真剣そのもの。

大正14年に建てられた日本青年館もすでに 50余年。

あちこちでこわれはじめ，維持補修費等の諸経費に数

億円もかかるということで�  4年前から再建運動カ、全

6 9 15 

II 1J 22 

'77 

.:房長8
国的にもり上がり ， ょうやく53年12月完成予定となった。

町青年会では，こ の運動を地域のための活動の中か� 

万円を目標に全力をあげてい50券浦郡でらもり上げ，

ます。
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言
う
ま
い
と
思
っ
て
も
、
つ
い
口

に
出
て
し
ま
う
こ
の
ご
ろ
の
暑
さ
で

す
が
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
は
お
変

り
な
く
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

平
素
は
、
町
行
政
、
談
会
活
動
に


ご
協
力
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上


げ
ま
す
。


時
節
柄
み
な
さ
ん
の
ご
健
康
を
心

か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

勝

浦

町

長

助

役

収
入
役

勝
浦
町
餓
会

機

長

刷
機
畏

職

員

に
つ
い
て 

(し
尿
処
理
場
完
成
後
の

諸
問
題
に

つ
い
て 
) 

町
内
道
路
と

河
川
に
お
け
る
問
題
点
の
解
決
に
む

け
て
の
取
り
組
み
方
法 

行
政
機
情

改
革
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て 

(そ

の
基
本
を
な
す
も
の 
)

常
任
委
員
・
特
別
委
員
も

改

選

各
常
任
委
員
会
お
よ
び
特
別
委
員

会
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

(@
印

委

員
長 

V
V

町
議
会
六
月
定
例
会
は
六
月
二
十
日
開
会。

昭
和
五
十
二
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
ほ
か
七
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
任
期
満

了
に
よ
る
各
常
任
委
員
の
選
任
な
ど
を
行
い
、

六
月
二
十
七
日
閉

会
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

河
川
改
修
と
今
後
の
対
策

今
固
め
追
加
傾
は
六
千
七
十
八
万

五
千
円
で
、
予
算
の
総
領
は
九
億
六

千
四
百
七
十
七
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

お
も
な
使
途
は
、
老
人
憩
い
の

家
設
備
費
三
十
九
万
円
、
同
和
対
策

V V 事
業
二
千
九
百
二
十
二
万
四
千
円
、

V

保
育
所
設
備
工
事
費
百
五
十
万
円
、

県
単
土
地
改
良
事
業
柏
戸
(
写
真
)
三
百

七
十
七
万
七
千
円
、
林
道
開
設
事
業

負
担
金
四
百
万
円
な
ど
で
あ
り
ま
す
。

町
政
に
対
す
る
一
般
質
問

て 

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

マ
県

こ
の
議
会
で
七
議
員
が
町
政
に

対
す
る

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

お
も
な
質
問
内
容
は
つ
ぎ
の
と
お
り

V V
V

で
す
。

立
棒
一
失
職
員

州
民
協
に
対
す
る
勝
浦
町
の
政
治


姿
勢 

安
全
協
会
に
対
す
る
勝
浦
町


の
対
策


岡
本
宮
治
議
員


明
日
へ
の
メ
リ 
γ
卜
、
デ
メ
リ
ソ


ト
マ
行
政
機
桃
改
革
マ
議
員
定
数
削


減
マ
町
立
病
院
改
築
マ
五
五
号
線
バ

小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

イ
パ
ス
開
通
マ
家
庭
の
日
設
定
マ
国

保
税
賦
諜
基
準
改
定
マ
同
対
措
也
法

延
長
マ
生
比
奈
、
機
瀬
か
ら
勝
浦
へ

広
域
行
政
事
業
と
勝
浦
町
の
立
場

山
下
豊
寿
議
員 

消
防

V

行
政
に
つ
い
て

山
本
美
+
方
議
員

大
規
模
果
樹
生
産
流
通
基
地
盤
州

V

印
副
委
員
長
)

O

事
業
に
つ
い
て 

(経
過
説
明 
)
V
勝

浦
川
河
床
整
備
卒
業
に
つ
い
て 

(県

道
勝
浦
羽
ノ
浦
線
に
お
け
る
ダ
ン
プ

マ
総
務
常
任
委
員
会

@
山

下

質

券

公
害
)

通
称
犬
返
り
地
区
の
偲
削
に
つ
い

V
生

田

敏

議

員 

味
問
喜
久
雄

岡
本

一品
治

滝

口

良

坂

口

貞

雄

中

西

晴

O

一美

道
臨
時
浦
羽
ノ
浦
線
沼
江
バ
イ
パ
ス
計

甑
マ
県
道
徳
島
上
那
賀
線
道
路
拡
幅

マ
生
名
バ
イ
パ
ス
の
速
度
規
制
、
神

VV ノ
木
線
交
差
点
の
信
号
機
施
設
マ
鶴

林
寺
路
線
の
安
全
施
設
マ
県
道
、
町

道
の
重
量
制
限
の
標
識
マ
勝
浦
川
中

央
抜
水
橋

味
問
喜
久
雄
議
員

V

林
業
振
興
政
策 

(作
業
路
の
補
助

金
制
度
に
つ
い
て 
) 

V

社
会
保
障
の

充
実
と
敬
老
精
神
の
普
及
に
つ
い
て

入
札
制
度
改
正
に
つ
い
て 

し
尿

処
理
場
の
完
成
と
住
民
負
担
の
割
合 

マ
厚
生
常
任
委
員
会

。
山

本

美

芳

岡

重

夫

平

阿

武

小

関

武

夫

O
立
体

一
夫

山

本

主

一

マ
産
業
建
設
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会

。
生
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路

保
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坪

内

正
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郎

マ
同
和
対
策
特
別
委
員
会

。
味
問
喜
久
雄 

立
惨

滝

口

良

一

小

関

武

夫

山

本

圭

一

中

西

附

美

マ
公
害
対
策
特
別
委
員
会

。
岡

本

高

治 

岡

重

夫


山
本

美
芳

山

下

豊

寿


平

阿

武

坂

口

貞

雄


マ
勝
浦
川
総
合
開
発
特
別
委
員
会

生

田

敏

一般会計に6I1 00万円を

総額は9億6，500万円に

*土地改良事業費などに追加

¥¥¥  

斎 小 堺
藤西�  

l隊兵福
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国
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 保

だ
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~よ

り

J

O
O

保
険
証


一

保
険
証

(
国
民
健
康
保
険
�
 

]

被
保
険
者
証
)
は
国
保
の
被

保
険
者
で
あ
る
と
い
う
証
明

書
で
あ
り
、
同
時
に
、
お
医

者
さ
ん
の
診
療
を
受
け
る
と

き
の
受
診
券
の
役
目
を
果
す

も
の
で
す
。
大
切
に
と
り
扱

い
ま
し
ょ
う
。

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
提
出

保
険
証
は
、
お
医
者
さ
ん
に
か
か

る
と
き
、
必
ず
提
出
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
保
険
証
な
し
で
診
療
を

受
け
る
と
、
医
療
費
は
全
額
自
分
で

負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。
良
く
聞
か
れ
る
こ
と
で

す
が
、
「
�
 

の
お
医
者
さ
ん
は
知

っ

と
る
け
ん
、
保
険
証
が
な
く
と
も
い

け
る
わ
」
と
か
、
「
保
険
証
忘
れ
て
来

た
ん
じ
ゃ
、
た
の
む
・
・
」
な
ど
の
や

り
と
り
が
良
く
聞
か
れ
ま
す
。
こ
ん

な
こ
と
は
医
療
機
関
で
大
変
迷
惑
し

ま
す
。

特
に
、
老
人
の
か
た
が
お
医
者
さ

ん
に
行
か
れ
る
と
き
は
、
家
族
の
か

だ
が
十
分
気
を
つ
け
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。
保
険
証
も
持
た
ず
、
住
所
も

名
前
も
わ
か
ら
な
い
と
き
な
ど
医
療

機
関
は
困

っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

J

ま
た

「老
人
医
療
費
受
給
者
証
」

も
忘
れ
ず
に
持
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

保
険
証
の
取
り
扱
い

-
内
容
を
確
か
め
て
お
く

家
族
の
氏
名
の
誤
り
や
国
保
か
ら

他
の
社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い

か
な
ど
良
く
確
か
め
て
お
き
ま
し
ょ

「、
�
 
。

-
必
ず
手
元
に
保
管
す
る

お
医
者
さ
ん
の
診
療
が
済
め
ば
、

必
ず
手
元
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

社
会
保
険
に
入

っ
た
と
き
は
、
直

ち
に
役
場
の
窓
口
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

-
紛
失
し
た
り
破
っ
た
り
し
た
と
き

紛
失
し
た
り
、
破

っ
て
使
、
え
な
く

な
っ
た
と
き
は
、
す
ぐ
国
保
の
係
へ

届
け
を
し
て
再
交
付
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

-
被
保
険
者
に
異
動
の
あ
っ
た
と
き

被
保
険
者
に
異
動
の
あ

っ
た
と
き

は
、
必
ず
届
け
出
を
し
て
、
訂
正
し

て
く
だ
さ
い
。

国
保
か
ら
社
会
保
険
に
変
わ
っ
て

い
る
の
に
、
国
保
を
使
っ
て
受
診
さ

れ
て
い
る
か
た
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
医
療
機
関
に
迷
惑
も
か

け
ま
す
し
、
国
保
事
務
も
絞
維
に
な

り
ま
す
。
で
す
か
ら
社
会
保
険
に
変

わ
っ
た
と
き
は
、
直
ち
に
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

五
月
分
の
診
療
内
容
で
は
、
こ
れ

ら
の
点
の
手
続
き
不
備
に
よ
り
、
間
違

い
が
十
七
件
に
も
な
り
、
入
院
で
十

万
七
千
九
百
円
、
外
来
で
七
十
五
万

九
千
六
百
円
ほ
ど
、
社
会
保
険
等
の

負
担
分
を
国
保
が
負
担
し
て
い
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
生
活
保
設
世
幣
の

か
た
も
あ
り
ま
し
た
が
、
生
活
保
鎚

世
帯
へ
手
続
中
で
あ
れ
ば
、
医
療
機

関
に
そ
の
旨
を
申
し
出
て
お
く
こ
と

も
よ
い
方
法
で
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

も
う
一
枚
の
保
険
証

出
か
せ
き
、
長
期
の
旅
行
や
修
学

。
 
の
た
め
他
の
市
町
村
に
住
む
よ
う
な

場
合
は
、
特
に
も
う
一
枚
の
保
険
証

の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
気
経
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ニ
ん
な
と
き
は
必
ず
届
出
を

-
届
出
は
十
四
日
以
内
に
|

国
保
に
は
い
る
場
合(拘

参
す
る
も
の
�
 
)

・
転
入
し
て
来
た
と
き
:
:
印
か
ん

職
場
等
の
健
康
保
険
を
や
め
た
と

き
:

・
印
か
ん
、
職
場
の
健
康
保

険
を
や
め
た
-証
明
書
�
 

-
子
供
が
生
れ
た
と
き
印
か
ん

母
子
手
帳
、
保
険
証

・
生
活
保
設
を
受
け
な
く
な
っ
た
と


き
:・:・
印
か
ん
、
保
護
廃
止
通
知


国
保
を
や
め
る
場
合


(
持
参
す
る
も
の
)


・
転
出
す
る
と
き
・EE---
印
か
ん
、
保

険
証

・
職
場
の
健
康
保
険
に
入

っ
た
と
き
�
 

av
rv M
 

印
か
ん
、
両
方
の
保
険
証

(
職 -
場
の
保
険
証
が
未
交
付
の
と

き
は
証
明
で
き
る
も
の
)

-
死
亡
し
た
と
き

・・

印
か
ん
、
保

険
証
、
死
亡
を
証
明
す
る
も
の

-
生
活
保
護
を
、
つ
け
る
よ
う
に
な
っ

た
と
き

・
・
印
か
ん
、
保
険
証
、

保
護
決
定
通
知
書

そ
の
他

・
市
町
村
内
で
住
所
が
変
わ
っ
た
と

き
:
・
:
印
か
ん
、
保
険
証

・
世
帯
主
変
更
の
と
き
:
:
・
印
か
ん
、

保
険
証

・
世
帯
を
わ
け
た
り
、
い
っ
し
ょ
に

し
た
と
き
:
:
:
印
か
ん
、
保
険
証

・
保
険
証
を
な
く
し
た
と
き
・:
:
印

か
ん

そ
の
他
、
高
傾
倒
療
養
費
の
支
給
を

受
け
よ
う
と
す
る
と
き
や
交
通
事
故

に
あ

っ
た
と
き
な
ど
、
ど
ん
な
小
さ

な
こ
と
で
も
結
桃
で
す
か
ら
、
役
場

の
窓
口
ま
た
は
税
務
保
険
株
の
国
保

係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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固霊園;事長賞推進協讃蚕

同和教育の充実強化をめざし

協議会の組織を改革

はやめましょう

町内で顔見知りのかたや

公職についている人の，イ義

礼的なはがき見舞はやめま

しょ� 7。

位
置
づ
け
、
地
域
的
・
家
族
的
な
課

各
部
の
同
和
教
育
推
進
委
員
さ
ん

同
和
問
題
の
早
期
解
決
を
め
ざ
し
町
同
和
教
育
推
進
協
議
会
総

会
が
十
八
日
、
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
聞
か
れ
、
昭
和
五
十
二
年

度
事
業
計
画
等
を
決
め
ま
し
た 
a

〈写
真 
v

特
に
今
年
は
協
議
会
の
運
営
を
充
実
し
部
落
差
別
を
な
く
す
る

た
め
に
、
つ
き
の
よ
う
に
部
制
を
設
賢
し
、
全
町
民
へ
の
参
加
を

求
め
な
が
ら
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

同
和
研
修
と
訪
問
指
導
を
進
め
る
。

職
域
教
育
部
会
の
活
動

・
職
域
間
の
交
換
会
を
促
進
し
、
認

-
戦
場

・
戦
域
に
お
け
る
学
習
の
充

織
と
理
解
を
深
め
る
。 

実
を
図
る
た
め
、
啓
発
活
動
を
通
じ

社
会
教
育
部
会
の
活
動

職
場
内
や
職
域
内
で
の
部
落
問
題
を

学
び
、
人
権
窓
識
を
高
め
る
。 

-
各
地
区
の
公
会
堂
等
を
利
用
し
、

-
職
業
安
定
所
と
連
的
し
、
企
業
の

各
純
学
級
や
諮
集
会
に
同
和
学
習
を

み
ん
な
て
学
習
会
に
参
加
し

部
落
差
別
を
な
く
そ
う

題
と
し
て
社
会
教
育
の
中
で
実
践
に

努
め
る
。 

部

長 

副
部
長
)

+
町
民

一
人
ひ
と
り
の
課
題
と
し
、

部
落
差
別
の
解
消
の
た
め
各
地
区
を

計
画
的
に
巡
回
し
、
正
し
い
理
解
と

認
識
の
向
上
に
努
め
る
。

(
O

O

は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。 

職
域
教
育
部
会
委
員

前
田
彰
一
、
宮
本
澄
雄
、
構
内
正

二
、
藤
井
誠
一
、
笹
尾
高
造
、
中
野

学
校
教
育
部
会
の
活
動 

浩
三
、
槻
良
平
、
平
山
焼、

。
大
西

勝
幸
、
稲
川
定
雄
、
中
田
邦
信
、
神

谷
福
徳
、
湯
浅
忠
男
、
武
市
春
巳
‘

野
上
光
男
、
小
林
鶴
雄
、
大
谷
弁
平
、

-
社
会
教
育
と
学
校
教
育
の
辿
併
を

岡
敬
二

O

図
る
た
め
、
特
に 

活
動
を
進

P
T
A

め
る
中
で
同
和
学
習
を
行
う
。 

-
児
輩
生
徒
に
部
務
差
別
の
本
質
を

正
し
く
指
導
し
、
学
校
と
社
会
が
一

体
と
な

っ
た
同
和
学
習
を
行
う
。

以
上
三
部
会
に
編
成
し
、
全
町
的

に
同
和
学
習
の
輸
を
拡
げ
、
町
民
み

ん
な
が
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
た
だ
く
た
め
積
極
的
に

瞥
発
活
動
を
展
開
し
ま
す
の
で
、
同

和
問
題
を
地
域
的
な
課
題
と
し

「差

別
め
な
い
町
づ
く
り
」
に
み
な
さ
ん

の
積
極
的
な
こ
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。

構組 織 機

学

校

教

育

部

会

幼
稚
園

小

・
中
学
校
、
高
校

社

会

教

育

部

会

社
会
教
育
部
会
委
員

山
本
美
芳
、

。
昧
問
喜
久
雄
、
平

岡
武
、
岡
本
高
治
、
竹
田
点
美
、
内

谷
普
彦
、
松
崎
務
敬
、
森
野
光
明
、

宮
本
山
且
久
、 

早
田
要
助
、
殿
川
忠

om

次
郎
、
呑
口
久
子
、
玉
置
守
、
背
木

恒
夫
、
中
般
市
時
二
、
僑
本
重
則
、
森

下
普

一

三
好
勝
良
、 

美
馬
美
登
、
北
島
降
、

O

学
校
教
育
部
会
委
員

中
西
啓
、
沢
井
元

一
、
相
原
首
午
、

町
議
会
、
各
種
委
員
会
、
各
種
団
体

地
区
総
合
大
学
各
学
級

企
業
事
業
所
、
金
融
機
関
役
場

病
院
、
官
公
庁
農
協
保
育
所

松
会
重
雄
、
米
沢
徳
、
井
上
正
義
、

構
内
忠
雄
、
寺
尾
弘
、
佐
藤
寿
治
、

丑
若
正
、
。
長
尾
知
己
、
谷
充
夫

事事

種参


職

域

教

育

部

会

事
務
局
(
教
育
委
員
会
)

ふるさとづくり推進協議会

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
暑中見舞のはがき
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梅
雨
あ
け
と
と
も
に
、
い
よ
い
よ

本
格
的
な
夏
の
到
来
で
す
。
夏
は
バ

カ
ン
ス
の
季
節
、
家
族
そ
ろ
っ
て
海

や
山
へ
出
か
け
た
り
、
盆
踊
り
、
夏

祭
り
な
ど
楽
し
い
行
事
や
催
し
も
の

が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

し
か
し
、
楽
し
い
反
面
、
暑
さ
に

よ
る
気
の
ゆ
る
み
や
夏
特
有
の
開
放

感
な
ど
か
ら
、
暴
力
犯
罪
を
は
じ
め
、

あ
き
す
や
性
犯
罪
、
水
の
事
故
な
ど

が
目
立
っ
て
ふ
え
て
き
ま
す
。

こ
の
た
め
、
警
察
で
は
夏
に
多
い

犯
罪
や
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、

-
暴
力
犯
罪
の
絶
滅
�
 

-
盗
犯
、
性
犯
罪
の
防
止

・
水
の
事
故
防
止

な
ど
、
を
重
点
に
七
月
二
十
日
か
ら

八
月
十
日
ま
で
の
問
、
関
係
機
関
や

団
体
の
協
力
を
得
て
、
県
下
い
っ
せ

夏の防犯運動

7月20日-8月10日

-…暴力犯罪の絶滅...

・…盗犯・性犯罪の防止 ー� .

・…水の事故防止-・

ヘ

(
O

l
o
-
-
O

弘会
とい

v
d会皿

v
t

v 副
会
長

顧

問
『
戸
』計事� さ鮮0

ぃL:

武
(
黒
岩
)

にあ

尋ま
ねす
〈グ〉� 

t'て

戸¥�  

‘ 

い
に
夏
の
防
犯
運
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。町

民
の
み
な
さ
ん
も
、

そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
防
犯
運
動
に
参
加
し
て
変

に
多
い
犯
罪
や
事
故
を
防
き
ま
し
ょ

、っ，。
*
暴
力
に
泣
き
寝
入
り
は
禁
物

暴
力
の
被
害
に
あ
っ
た
り
、
被
害

に
あ

っ
て
い
る
の
を
見
た
り
聞
い
た

り
し
た
と
き
は
ど
ん
な
小
さ
な
こ

と
で
も
暴
力
追
放
ダ
イ
ヤ
ル

「
徳
島
�
 

八
八
六
)
一
二
ハ
�
 

番
」

へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

*
開
け
放
し
に
ご
用
心

暑
い
か
ら
と
戸
や
窓
を
開
け
放
し


に
し
た
り
、
網
戸
を
過
信
し
た
り
す


る
の
は
危
険
で
す
。


お
や
す
み
前
に
も
う
一
度
戸
締
り

を
点
検
し
ま
し
ょ
う
。
�
 

男
性
か
ら

「卓
で
送

っ
て
あ
げ
よ

う
・
」
「
お
茶
を
の
み
ま
せ
ん
か
:
・」

な
ど
と
甘
い

言
葉
に
誘
わ
れ
て
も
決

し
て
の
ら
な
い
こ
と
で
す
。

*
危
険
い
っ
ぱ
い
の
水
遊
び
・
-

本
格
的
な
水
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
、
之
、

心
配
さ
れ
る
の
が
水
の
事
故
�
 
ゲ
こ
と

し
こ
そ
水
の
事
故
を
防
い
で
、
き
わ

や
か
な
夏
と
し
た
い
も
の
で
す
。

小
さ
い
お
子
さ
ん
に
は
、

く
れ
ぐ
れ
も
こ
注
意
を
�
 

守
ら
れ
て
い
ま
す
か

家
族
そ
ろ
っ
て
タ
こ
飯

教
育
委
員
会

さ
き
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
よ
う

に
夏
休
み
中
、
青
少
年
を
非
行
か
ら

守
る
た
め
家
族
全
員
そ
ろ
っ
て
夕
食

を
し
、
親
子
で
対
話
を
し
な
が
ら
団

ら
ん
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
も
ら
お

H

H
H
a

*
甘

い
誘
い
に
は

の
ら
な

い
�
 

う
と
、
町
少
年
補
導
協
力
員
、
背
少

年
健
全
育
成
協
議
会
、
青
少
年
保
税

育
成
協
議
会
が
提
唱
し
、
す
で
に
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

め
ま
ぐ
る
し
い
社
会
情
勢
、
経
済

情
勢
の
進
展
で
生
活
が
多
様
化
し
、

テ
レ
ビ
の
普
及
も
影
響
し
て
家
族
対

話
の
時
間
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
こ
の
夏
休
み

マ
イ
ホ
ー
ムと

税
金

マ
イ
ホ
ー
ム
を
新
築
し
た
り
、
建


売
住
宅
を
買
っ
て
住
む
と
、
床
面
積


一
六
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
と
き


は
、
床
面
積
三
・

三
平
方
メ
ー
ト
ル


に
つ
い
て
千
円
、
最
高
三
万
円
ま
で
、


既
に
納
め
た
税
金
の
中
か
ら
毎
年
、


三
年
間
に
わ
た
っ
て
抽
出
除
さ
れ
ま
す
。


な
お
、
マ
イ
ホ
ー
ム
を
建
て
た
り

買
っ
た
り
す
る
と
か
か
る
税
金
に
、

H
H
e

行
政

徳島� 

相 行

相 と と
談 ー
員 ろ き

f主
民
福

午� 8
後月

村中談 大政 祉� - 12 
委塚監 セ 時日
員 察 ン

芳 重局 タ コ金

生 美 時

11 11 

V
会

長

V
副
会
長
�
 松宮宮高佐

鷹本田回光

恵
市
(
横
瀬
)

文
秀
�
 (棚
野
)

義
三
(
横
瀬
)

久
治
(
生
名
)

幸
敬
(
黒
岩
)

役
員
さ
ん
紹
介

勝
中
体
育
後
援
会

中
、
せ
め
て
夕
食
だ
け
で
も
家
族
全

員
そ
ろ
っ
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
く

つ
ろ
ぎ
、
親
の
意
見
、
子
の
意
見
を

出
し
あ
う
な
か
で
、
家
庭
と
は
、
家

族
と
は
に
つ
い
て
再
認
識
し
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
お
子
さ
ん
を
通
じ
て
、
評

価
記
録
表
は
学
校
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

登
録
免
許
税
と
不
動
産
取
得
税
が
あ

り
ま
す
。

事
務
局

V

平末古新今鈴長中青山 ころ

岡広井居間木岡石木田�  

敏
恵
(
棚
野
)


泰
斗


桂
子


律
子
(
生
名
)


嘉
男
(
山
西
)


重
幸
(
今
山
)


清
治
(
坂
本
)


義
浩
(
中
角
)


英
夫
(
横
瀬
)


v 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
夏の防犯運動暴力犯罪の絶滅登攀性犯罪の防止水の事故防止

MUS04
テキストボックス
8月定例行政相談

MUS04
テキストボックス
税務署だより



L 

摘

4昭和� 52年� 8月� 1日 カ込 コ フ� ら 第� 86号 (6) 

i 一一

果
み

か

ん

、」

農


病
虫
害
防
除

-
ニ
く
て
ん
病

今
月
も
主
要
な
成
作
業
で
す
。
冬

期
落
葉
の
少
な
か
っ
た
闘
で
は
依
然

と
し
て
多
く
成
り
す
ぎ
て
い
ま
す
。

成
ら
せ
す
ぎ
の
樹
で
は
、
中
旬
以

降
の
肥
大
が
急
に
悪
く
な
り
ま
オ
の

で
、
当
初
に
計
画
し
た
と
お
り
、
早

生
で
は
三
十
1

十
五
楽
に

一
果、

普
通
で
は
二
十
1
二
十
五
葉
に

一
巣
、

八
朔
で
は
八
十
�
 百
葉
に

一
一
来
の
割

に
仕
上
げ
て
く
だ
さ
い

。

特
に
裾
(
す
そ
)枝
ま
わ
り
に
な
っ

て
い
る
果
実
は
大
玉
に
も
り
に
く
い

の
で
、
強
目
に
摘
果
を
行
う
よ
う
心

が
け
て
く
だ
さ
い

。

・
ダ
ニ
類

p
/J
o
 前

回
に
散
布
し
て
か
ら
二
背
リ
以

上
の
雨
が
あ
っ
た
場
合
、
ま
た
雨
が

な
く
て
も
五
週
間
目
(二
十
九
日
目
)

に
は
散
布
し
た
い
も
の
で
す
。
過
去

数
年
間
の
例
を
み
て
も
、
お
盆
こ
ろ

に
大
雨
が
降

っ
て
い
ま
す
の
で
、
盆

作前
に
は

一
回
散
布
し
た
い
も
の
で
す
。

ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
/
ま
た
は
�
 ダ
イ
フ

ァ
ー
の
八
百
倍
液
と
し
、
カ
ブ
レ
の

心
配
の
あ
る
凶
は
、
ダ
イ
セ
ン
ま
た

は
ダ
イ
フ
ァ
の
凶
百
倍
液
と
し
て

く
だ
さ
い
。

M

。
花
�
 (ラ
ン
�
 )

美

馬

彬

�

 (仮
本
)
 

く
だ
さ
い

。

ハ
ウ
ス
イ
チ
ゴ
米
沢
好
延

(
久
間
)
 

-
サ
ン
ホ
 

ゼ
カ
イ
ガ
ラ
虫

二
十
日
こ
ろ
に
エ
ル
サ
ン
水
和
剤

コ

ン

ニ

ャ

ク

佐

野

忠

�

 (坂
本
)

八
百
倍
液
を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

。

ン

イ

タ

ケ

市

原

宏

之

�

 
(久
国
)

・
ハ
マ
キ
虫

農
業
技
術
補
助
員

中
旬
こ
ろ
に
デ
十
ポ
ン
水
利
剤
八

中

倫

顕

�

 (立
川
)
、
中

村

陪

百
倍
液
を
散
布
し
て
く
だ
さ
い

。

(償
瀬
)
、
末
広
孝
好
�
 (坂
本
)
、

中
西
茂
人

(星
谷
)
、
上
回
普

二

中

苗
木
(
高
接
更
新
樹
)
管
理

防

山
)
、

東

山

康

�

 (中
角
)
、
新
印
刷


福
夫
(
今
山
)
、
肉
体
制
胸
囲
刈
(
与
川


除
l

内
)
、
仰
田
義
博
�
 (生
名
)
、
前
日

品
種
系
統
更
新
や
苗
木
新
植
で
、

和
代
�
 
(氾
江
)

夏
芽
の
有
効
利
用
は
大
切
な
こ
と
で

O O

-
ア
ブ
ラ
虫
、
エ
カ
キ
虫

校
別
摘
果
を
行
っ
た
初
で
、
変
芽

の
発
生
が
あ
れ
ば
必
ず
発
生
す
る
の

が
こ
の
虫
で
す
。
ア
ッ
パ

ー
水
和
剤

干
倍
液
を
七
日
に
一

一凶
の
別
で
、
芽

の
伸
長
期
間
中
に
散
布
し
て
く
だ
さ

・
早
生
温
州
の
か
っ
色
禽
敗
病

台
風
時
に
冠
水
の
心
配
の
あ
る
畑

て
は
、
予
防
的
に
台
風
前
に
ダ
イ
ホ

ル
夕
、
/
水
和
剤
の
五
両
倍
液
を

一
1

二
回
散
布
し
て
く
だ
さ
い

。
冠
水
後

の
散
布
で
は
効
栄
が
期
待
で
き
ま
せ

今
夏
に
は
じ
め
て
散
布
す
る
場
合

は
ダ
ニ
カ
ソ
ト
乳
剤
千
倍
液
を
散
布
�
 

l
す
ロ
エ
カ
キ
虫
、
ア
ブ
ラ
虫
、
ア
ゲ

ハ
の
幼
虫
発
生
に
細
心
の
注
意
を
は

ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
夏
芽
伸
長

期
間
中
は
七
日
に
一
回
の
川
で
ア
�
 
γ

パ
�
 水
和
剤
千
倍
液
を
散
布
し
て
く

だ
さ
い

。

支
柱
立
て

せ
っ
か
く
伸
び
た
枝
も
台
風
で
折

し
て
く
だ
さ
い
。

す
で
に

こ
れ
を
散

布
し
、
再
び
散
布
す
る
と
き
は
、
つ

ぎ
の
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い。

。
早
生
温
州
・
ケ
ル
セ
ン
乳
剤
千
五

百
倍
液
と
し
て
く
だ
さ
い
。

。
普
通
温
州
・:
①
カ
イ
ガ
ラ
虫
類
の

発
生
も
あ
り
、
金
か
ら
後
に
散
布
す

る
場
合
は
ト
�
 ラ
ッ
ク
乳
剤
八
百
倍

液
と
し
、
カ
イ
カ
ラ
虫
と
の
併
殺
を

し
て
く
だ
さ
い
。
②
ダ
ニ
類
の
み
の

と
き
で
、
ケ
ル
セ
ン
の
効
巣
が
期
待

で
き
る
闘
で
は
ケ
ル
セ
ン
乳
剤
千
五

百
倍
液
と
し
、
ケ
ル
セ
ン
不
効
図
で

は
ト
|
ラ
ン
ク
乳
剤
千
倍
液
と
し
て

l

ゴ
」
相
談
く
"
た
さ
い
�
 

4

園

ー
生
活
苦
情
、
一
般
苦
情
|

町
で
は
、
つ
き
の
方
が
消
伐
者
行

政
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
こ
と
に
な
り

消
費
者
行
政
相
談
員

ま
し
た
。
生
活
苦
情
、

一
般
苦
情
が

春
日
久
子
(
横
瀬
)
、
前
回
ヱ
ミ

あ
り
ま
し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い

。

子
(
棚
野
)
滝
本
千
珠
子

(中
角
)

複
合
経
営
の
推
進
母
体
に

農
業
技
術
補
助
指
導
員
と

技

術

補

助

員

を

委

嘱

複
合
経
営
の
推
進
母
体
と
し
て
、

今
後
、
各
関
係
機
関
と
の
密
械
な

み
か
ん
栽
培
と
省
産
、
シ
イ
タ

ケ、

連
防
の
も
と
に
、
産
業
振
興
の
た
め

施
設
悶
芸
、
露
地
イ
チ
ゴ
、
コ
ン
ニ

一
一
帽
の
ご
活
動
を
お
願
い
す
る
こ
と

ャ
ク
等
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
、
成

に
な
り
ま
し
た
。

果
を
あ
げ
て
い
る
っ
き
の
か
た
が
た

農
業
技
術
補
助
指
導
員

を
校
術
補
助
指
導
員
、
技
術
補
助
只

。

古

宙

産

山

本

接

�

 

(生
名
)

に
委
慨
し
ま
し
た
。
〈
写
真
〉

。
露
地
イ
チ
ゴ
今
岡
重
幸

(
今
山
)

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
今月の農作業メモ
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く
だ
さ
い

。

で
す
。 

(7) 第86号 カミ

防

除

司、

，、、

，

れ
で
は
台
な
し
で
す
。
必
ず
支
柱
を

立
て
、
校
の
誘
引
と
結
束
を
行
っ
て

く
だ
さ
い

。

樹
冠
の
早
期
拡
大
を
は
か
り
、
冬

期
に
対
す
る
抵
抗
力
を
つ
け
る
た
め

施
肥
を
行
い
ま
す
。
チ
ソ

ソ
十
、
リ

ン
サ
ン
入
、
カ
リ
六
く
ら
い
の
割
合

で
晩
秋
ま
で
に
三
i
四
回
施
肥
し
て

か
ん
水

か
ん
は
つ
が
続
け
ば
十
日
に

一
度

く
ら
い
の
制
で
行
い
ま
す
。
水
量
は

一
回
に
二
十 
1
三
十 
J
経
度
は
必
要

ヘ
タ
虫
、
た
ん
そ
病
は
三

十
五

式
石
灰
ボ
ル
ド
ー
液
に
パ
ダ
ン
千
倍

液
を
加
問
散
布
ま
た
は
サ
リ
チ
オ
ン 

千
倍
液
に
ト
ッ
プ
ジ
ン 

千
五
百
倍

M

液
を
加
用
し
て
く
だ
さ
い
。

防

除� 
~k 

軍需

-
モ
ン
ガ
レ
、
ウ
ン
カ
、
ヨ
コ
バ
イ

に
、
先
月
下
旬
に
防
除
の
で
き
て
い

な
い
水
町
で
は
、
早
目
に
ア
ソ
パ
ツ

サ
デ
ィ
プ
粉
剤
一二

 

1
凹 
J
を
散
布
し

て
く
だ
さ
い
。

-
ニ
化
メ
イ
チ
ュ
ウ
、
ウ
ン
カ
、
ヨ

消
費
者
行
政
連
絡
員

イ

チ

ゴ

ハ
ウ
ス
イ
チ
ゴ
で
採
菌
、
移
植
の

終
つ
て
な
い
場
合
は
早
急
に
し
て
く

だ
き
い

。

苗
床
管
理

ラ
ン
ナ
ー
、
枯
葉
、
病
薬
を
摘
除

す
る
と
と
も
に
、
早
目
に
除
草
を
し

て
ク
ラ
ウ
ン
の
充
実
を
図
っ
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
早
朝
に
畦
問
を
か
ん

水
す
る
な
ど
に
よ
り
乾
燥
防
止
に
つ

と
め
て
く
だ
さ
い
。

病
害
虫
防
除

芽
線
虫
、
う
と
ん
こ
病
、
ハ
ダ
ニ


等
が
発
生
し
ま
す
。
本
ぽ
へ
病
害
虫


を
持
ち
込
ま
な
い
よ
う
苗
床
で
完
全


防
除
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。


高
温
乾
燥
時
は
薬
害
が
発
生
し
や

す
い
の
で
、
託
意
し
て
く
だ
さ
い
。

l 

I 

コ
バ
イ
、
穂
イ
モ
チ
病

キ
タ
ス
ミ

ナ
ッ
ク
粉
剤
ま
た
は
キ
タ
セ
ッ
ト 
P

年
金
額
の
引
上
げ

拠
出
年
金
は
七
月
か
ら
、
福
祉
年

金
は
八
月
か
ら
別
表
の
と
お
り
引
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

福
祉
年
金
の


支
払
期
月
の
変
更


受
給
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
盆
暮
に

年
金
を
渡
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望

が
実
現
し
、
従
来
の
支
払
月
で
あ
る

一
月
、
五
月
、
九
月
を
本
年
か
ら
四

月
、
八
月
、
十
二
月
に
改
め
ら
れ
ま

し
た
。な

お
、
寸
二
月
分
支
払
い
は
、
受

給
権
者
か
ら
請
求
が
あ
れ
ば
、
郵
便

局
の
窓
口
に
お
い
て
、
十

一
月
か
ら

お
支
払
い
い
た
し
ま
す
。

粉
剤
の
四 
J
を
散
布
し
て
く
だ
さ
い

。

(
キ
タ
セ
ソ

ト
P
粉
剤
を
使
用
す
る

と
き
は
、
出
穏
期
の
十
五
日
前
ま
で

と
し
て
く
だ
さ
い
。)

穂、� 

sE


中
晩
生
種
は
別
表
を
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。

ロロ日 樋出穂期 樫杷期 肥料名 施用量

ミヰ�  
8月27日� 8月3日

ユタカ 杷持ち良好印� 
¥K化成� 15kg 

サチ�  
8月28日� 8月4日� C 12号

ワ� 7 1) 

肥持ち不良田

アケポ/� 9月3日� 8月10日� IOkg 

加
工
用
イ
チ
ゴ

苗
床
管
理
、
病
害
虫
防
除
と
も
ハ

ウ
ス
イ
チ
ゴ
に
準
じ
ま
す
が
、
ラ
ン

ナ
ー
の
発
恨
を
促
す
た
め
か
ん
水
は

十
分
に
し
て
く
だ
さ
い
。
追
肥
を
か

ね
て
十
日
お
き
く
ら
い
に
液
肥
の
間

効
果
が
あ
り
ま
す
。

(別 表) ()内は月額

拠� 

年金の種類 現行年金積 新年金額� 

40年納付�  
624，臥JO問� 
(52，配。� 

632，700円� 
(56，891 ) 

25年納付�  
390曲。� 

(32，印0) 
426，700 
(35，558) 

出� 

老齢年金�  
10年年金�  

246 ∞� 3 
(20，500) 

269，100 
(22，425) 

5 年年金�  
180，000 
([5 ∞� 0) 

196，900 
(16，408) 

年 障害 年金 �  
I 級� 

495，∞o 
(41，2501 

5(445l守� 5』0205) 1

2 級� 
396，帥O 
(33，削0) 

433，200 
(36，I別� )

金� 
母子年 金 子が� l人のとき� 

396ω。� 

(33，∞0) 
433，2ω 
(36，100) 

準母子年金�  務、と雪妹� I人� 
396，∞o 
(33，000) 

433，200 
(36，100) 

遺児 年金 子が� l人のとき� 
396加口� 
(33帥� 0) 

433，2∞ 
(36，100) 

福� 
老齢福祉年金�  

162，伺O
([3，ω01 

肌側円�  
([5，冊。

| 

l 級� 
243，600 
(20，3ω) (22，500) 

祉

年� 

金

障害福祉年金� 
2 級� 

162，開。� 
([3，500) 

180，冊。� 

([5，∞0) 

母子福祉年金 子が� l人のとき� 
211，200 
(17，600) 

234∞の
([9，ω0) 

準母子福祉年金� 認の� E弟き妹� l人� 
211白� 200 
(17，600) 

234，曲。

(19，日JO)

百
i
五
百
倍
液
を
か
ん
ム
汗
す
る
の
も

(別 表)

毒F
 
v需物
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芸
術
学
級
を
闘
麗

俳
句
・
短
歌
・
川
柳
ふ
る
っ
て
投
稿
を

ら
は
口
の
中
で
フ
ク
ブ
ク
と
水
を
動
州

か
す
練
習
を
さ
せ
、
こ
れ
を
二 
1
三

川

固
く
り
か
え
し
ま
す
。
ま
た
食
後
リ
川

ン
ゴ
や
生
野
菜
を
よ
く
か
ま
せ
、
そ

川

の
あ
と
う
が
い
を
さ
せ
る
こ
と
も
歯
川

昨
年
か
ら
芸
術
学
級
と
し
て
町
民

究
を
は
じ
め
よ
う
と
お
考
、
え
の
か
た
、

や
口
を
き
れ
い
に
す
る
よ
い
方
法
で
川

の
み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し

町
民
文
芸
振
興
の
た
め
ふ
る
っ
て
投

す
。
歯
を
き
れ
い
に
し
た
あ
と
は
、
川

た
俳
句

・
短
歌

・
川
柳
の
各
学
級
講

稿
し
て
く
だ
さ
い
。 

母
親
が
み
て
、
ほ
め
て
や
る
こ
と
が
州

-
題
夏
を
う
た
っ
た
も
の
。 

大
切
で
す
。
ま
た
母
親
が
、
と
き
ど
川

開
講
に
さ
き
だ
ち
添
削
指
導 

(
教

-
自
作

・
未
発
表
に
か
ぎ
り
ま
す
。

き
子
供
の
口
を
あ
け
て
み
て
や
る
習
川

材
と
し
て

)
を
受
け
る
作
品
を
つ
ぎ

二

人
三
句
ま
た
は
三
首 
)

の
要
領
に
よ
り
募
集
し
ま
す
か
ら
、

・
締

切

り

八

月

八

日

悦
は
、
子
供
の
歯
に
関
心
を
も
っ
う

川

飽
味
を
お
持
の
か
た
や
こ
れ
か
ら
研

-
発

表

未

定

え
か
ら
も
、
ま
た
、
虫
歯
な
ど
の
呉
川

常
を
は
や
く
見
つ
け
る
た
め
に
も
必
州

安
な
こ
と
で
す
。

州

習
字
講
座
は
今
月
ニ
回

つ
ぎ
に
虫

歯

の

手

あ

て

で

す

が

川

何
と
い

っ
て
も
虫
前
の
は
じ
ま
り
を

川

八
月
十

一
日
間
、
八
月
二

九
時
ま
で
。

見
つ
け
て
完
全
な
手
あ
て
を
変
け
る

川

十
日
附

・
午
後
ヒ
時
か
ら

住
民
悩
祉
セ
ン
タ
ー 

こ
と
で
す
。
初
期
の
虫
歯
で
あ
れ
ば
川

d
p 

。
。

一一
 

1
三
回
の
治
療
で
完
了
し
ま
す
。

川

そ
し
て
治
療
後
も
年
二
1
三
回
は
定
川

期
的
に
歯
の
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
川

必
要
で
す
。

川

ー
飼
い
犬
は
必
ず
つ
な
い
で
く
だ
さ
い
|

以
上
お
子
さ
ん
の
歯
を
丈
夫
に
す

州


る
た
め
に
ど
ん
な
注
意
を
し
た
ら
よ
川

八
月
三
十
日

ω午
後
十
時

対
象
地
区

中
角

・
山
田

・
西
岡


l

い
か
を
述
べ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ

川

か
ら
八
月
三
十

一
日
制
午

掛
谷
地
区

を
ま
と
め
て
み
る
と
、
歯
の
健
康
は
川

前
五
時
ま
で。

予
防 

治
療
治
療
後
の
注
意
と
い
川


う
二
探
し
た
サ
ー
ク
ル
に
固
ま
れ
て

酬

込
を
八
月
中
に
と
り
ま
と
め
ま
す
。


い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
う
ち
の
川

ご
希
望
の
か
た
は
、
樹
種 

(
杉

・


ど
れ
一
つ
が
欠
け
て
も
よ
い
歯
を
維
川

桧 
(
ひ
の
き 
)な
ど
)
と
予
定
本
数
、
植

持
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

川

春
植
造
林
用
苗
木

林
予
定
地
の
地
番
を
八
月
末
日
ま
で

さ
あ
今
か
ら
こ
れ
ら
の
こ
と
に
注
川

に
森
林
組
合
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

意
し
て
つ
ぎ
の
こ
と
を
実
行
し
ま
し
川

申
込
は 
8
月
末
ま
で
に

九
月
以
降
に
な
り
ま
す
と
、
ご
希

よ、っ
。

川

望
ど
お
り
の
苗
木
が
な
か
っ
た
り
、

0 
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4 

o 
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い
か
、
ま
た
防
く
か
を
知
っ
て
予
防

に
役
立
て
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

虫
歯
を
つ
く
り
ゃ
す
い
も
の
は
含

水
炭
素
で
で
ん
ぷ
ん
質
が
加
工
さ
れ

歯
に
つ
き
ゃ
す
い
状
態
に
な

っ
た
も

(2) 

の
、
例
、
え
ば

パ
ン

、
ご
飯
主
ど
主
食

と
し
て
仰
い
取
す
る
も
の
は
大
て
い
こ

れ
に
入
り
ま
す
。
さ
ら
に
砂
糖
を
使

用
し
て
加
工
し
た
も
の
は
、
歯
に
着

い
て
残
り
、
虫
歯
の
原
因
と
な
る
酸

を
つ
く
り
ゃ
す
い
の
で
す
。
最
も
働

に
わ
る
い
と
い
わ
れ
る
も
の
に
ア
メ
、

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
キ

ャ
ン

デ
ィ
類
、

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
類

の
も
の
は
、
幽
に
粘
着
し
て

矩
時
間
の
う
ち
に
酸
が
つ
く
ら
れ
、

歯
の
表
面
の
脱
灰
を
お
こ
し
虫
歯
に

な
り
ま
す
。
逆
に
幽
に
よ
い
食
物
は
、

加
工
さ
れ
な
い
自
然

の
も
の
が
よ
い

の
で
す
。

間
食
は
、
回
数
や
時
間
を
注
意
し

て
与
え
る
こ
と
か
大
切
で
、
同
じ
置

で
も
不
規
則
に
だ
ら
だ
ら
と
食
べ
る

ほ
ど
虫
歯
に
な
り
や
す
い
の
で
す
。

ま
た
菓
子
類
を
与
え
る
場
合
に
は
必

ら
ず
、
歯
に
よ
い
り
ん
ご
や
、
牛
乳

を
一
緒
に
与
え
、
食
べ
た
あ
と
よ
く

う
が
い
を
さ
せ
る
こ
と
も
歯
を
保
護

す
る
の
に
役
立
ち
ま
す
。

第
二
と
し
て
禽
を
み
が
く
し
つ
け

で
す
が
、
こ
れ
は
年
齢
に
応
じ
た
歯

の
清
い
怖
を
行
う
こ
と
で
す
。
一

歳
こ

ろ
で
は
、
前
歯
の
清
掃
に
重
点
を
お

き
、
離
乳
食
を
与
え
た
あ
と
は
倣
に

つ
い
た
食
べ
か
す
を
ふ
き
と

っ
て
や

乳
児
の
虫
歯
の

予
防
と
手
当

七
月
の
広
報
で
虫
歯
に
つ
い
て
お

話
し
ま
し
た
の
で
、
今
回
は
そ
の
予

防
と
手
あ
て
に
つ
い
て
と
り
あ
げ
て

み
ま
し
た
。

ま
ず
第
一

に
考
、
え
ら
れ
る
こ
と
は

食
事
と
間
食
の
問
題
て
す
。
特
に
子

供
の
食
事
や
間
食
を
度
外
視
し
て
は

虫
歯
の
予
防
は
む
ず
か
し
い
と
思
い

ま
す
。
そ
こ
で
日
常
の
食
事
の
中
で

ど
ん
な
食
品
が
虫
歯
を

つ
く
り
ゃ
す

座
を
開
き
ま
す
。

日 日

4 時野

犬

の

•00。� 

時
.. ..

一森
林
組
査
一
毛
山
崎

川

昭
和
五
十
三
年
春
組
造
林
用
の
優

値
段
が
割
高
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
り

ぷ
且
後
三
分
以
内
に
、

一
日
三
回
歯
を
み
が
く
/
作

川

三
分
間
、

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
三
歳
こ
ろ
か

良
苗
木
を
確
保
す
る
た
め
、
苗
木
申

ま
す
の
で
、
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

一子供の健康一� 
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。
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さ
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と
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で
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日

時

場

所

対
象
者

※ 零
歳
児
健
康
診
断

八
月
二
十
六
日
樹

午
後

一
時
三
十
分
j

三
時

勝
浦
病
院

昭
和
五
十
二
年

一
月 
1

六

月
ま
で
に
生
ま
れ
た
か
た

母
子
手
械
を
お
忘
れ
な
く
ノ

{一~・~・~・~・~・~・ー・~勺
;8月� E 日(月) 不;�  

~ 8 月� 15日(月) 田!�  

; 

; 

成犬� 

小犬� 

300円

100円

天;
買;� 

j グぷ� ti: j 
>九日! 
  

j f《¥日)

八
月
七
日
(
日
凶
日 
)は
町
内
い
っ

せ
い
清
掃
日
で
す
。
品
川
掃
日
に
は
、

一

戸
に

一
人
は
必
ず
出
て
、
保
健
部
長

さ
ん
の
指
示
に
従
っ
て
、
付
近
の
ド

フ
や
用
水
さ
ら
え
、
草
刈
り
な
ど
、

日
ご
ろ
手
の
属
か
な
い
所
を
節
一山
…
的

に
市
出
し
ま
し
ょ
う
。

カ
や
ハ
エ
の
発
生
を
未
然
に
防
き
、

美
し
い
川
に
す
る
た
め
、
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
当
日
雨
天
の
場
合
は
、
次

迎
の
白
川
附
日
に
行
い
ま
す
。

二
歳
児
健
康
診
断

日

時

場

所

対
象
者

八
月
五
円
倒

第� 1日曜日は

町内いっせい清掃日

一美しい町づくりにご協力をー

半
後

一
巧

一
宇
卜
分 

1

一時-l

J

l 

-
イ 

臨
時
浦
病
院

昭
和
五
十
年
四
月 

八
月

i

ま
で
に
生
ま
れ
た
か
た

ー

:

一 

(((((榔附)ル
 
移動図書館の巡回貸出し� 

*とき 8月25日休)午前� 101侍30-121時

*ところ 住民福祉センター前

水
分
は
完
全
に
切
っ
て
く
だ
さ
い

ー
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て
お
願
い
|

つ
ぎ
の
と
お
り
ご
み
の
出
し
方
を

一
部
変
史
し
ま
し
た
か
ら
、
ご
協
力

く
だ
さ
い
。 

-
燃
え
る
ご
み
は
従
来
ど
お
り
で
す
。

・
燃
え
な
い
ご
み
は

一
般
不
燃
物
と

伎
楽
不
燃
物
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ

倍 

(金
属
類 
)
、
ヒ
ン
矧 

(
ガ
ラ
ス

類 
)
等
に
区
分
し
て
く
だ
さ
い

。

山町
薬
不
燃
物
に
つ
い
て
は
、
袋
に

大
き
な
乍
で
製
薬
と
得
い
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
み
を
山
す
と
き
は
、
ご

み
の
出
し
方
、
注
意

慎
項
を
政
守
し
出
し

て
く
だ
さ
い
。

お
盆
の
ご
み
収
集
を

変

更

し

ま

す

お
徐
の
ご
み
収
集
を
つ
ぎ
の
と
お

り
変
更
し
ま
す
か
ら
ご
協
力
く
だ
さ

八
月
十
三
日
出
旧
償
瀬
町
の
不
燃

物
収
集
日
で
す
が
、
と
り
や
め
岡
地

区
の
燃
、
え
る
ご
み
を
収
集
し
ま
す
。

八
月
十
四
日
間
と
八
月
十
五
日
間

は
収
集
し
ま
せ
ん
。

八
月
十
六
日
閃
か
ら
従
来
ど
お
り

収
集
し
ま
す
。
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